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＊
中
期
組
合
財
政
を
こ
う
観
る

　

＊
新
津
地
区
採
卵
受
精
に
挑
戦
！

　

＊
岩
谷
ふ
化
場
順
調
な
ス
タ
ー
ト

＊
総
代
会
決
算
予
算
異
議
な
く
承
認
さ
れ
る

　

先
般
、
現
職
ア
メ
リ
カ
大
統
領
が
初
め
て
原
爆
投
下
地
で
あ
る
「
広
島
」
を
訪
れ
た
。
新

聞
各
社
マ
ス
コ
ミ
は
、
挙
っ
て
そ
の
境
地
を
論
評
し
た
。
そ
の
記
事
は
様
々
で
あ
っ
た
が
、

中
身
の
ほ
と
ん
ど
が
「
オ
バ
マ
氏
」
を
勇
気
あ
る
人
道
者
と
し
て
報
道
し
て
い
た
。

　

し
か
し
、
私
に
は
些
か
違
和
感
が
あ
っ
た
。「
広
島
・
長
崎
」
に
原
爆
を
投
下
さ
れ
、
そ
の

夥
し
い
惨
状
は
殺
戮
と
言
っ
て
過
言
で
な
い
。

　

加
え
、
度
重
な
る
大
空
襲
は
東
京
を
焼
け
野
原
と
し
た
。
如
何
に
戦
争
と
言
え
ど
、
日
本

国
民
が
嘗
め
た
辛
酸
は
想
像
を
超
え
る
。
だ
が
、
決
し
て
日
本
人
は
人
を
憎
ま
な
い
。
な
ぜ

だ
ろ
う
…
。

　

新
聞
報
道
に
、
オ
バ
マ
が
偉
い
の
で
は
な
い
。
日
本
人
が
偉
い
の
だ
。
何
事
も
受
け
入
れ
、

人
を
恨
む
こ
と
よ
り
前
を
向
く
、
日
本
人
の
心
の
凄
さ
。
寛
大
さ
を
。
崇
高
な
ま
で
に
人
を

思
う
心
を
、
も
っ
と
褒
め
称
え
る
論
調
で
あ
っ
て
欲
し
か
っ
た
。

　

東
日
本
大
震
災
、
阪
神
淡
路
大
震
災
な
ど
二
十
年
間
で
五
回
も
大
災
害
に
遭
っ
て
い
る
。

そ
の
度
に
、
自
分
を
第
二
。
人
を
第
一
に
考
え
る
日
本

人
の
立
ち
居
振
る
舞
い
に
世
界
の
人
々
は
驚
嘆
し
て
い

る
。

　

こ
れ
だ
け
の
負
の
遺
産
を
背
負
い
な
が
ら
も
、
日
本

は
、
世
界
に
冠
た
る
先
進
国
家
で
あ
る
。

　

マ
ス
コ
ミ
は
、縄
文
か
ら
受
け
継
ぐ
日
本
人
の
「
心
」

に
、
も
っ
と
注
目
す
る
べ
き
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

〈
担
当
／
村
山
〉

愛愛
し
い
日
本
の
心

し
い
日
本
の
心

【写真】上段…岩谷ふ化場全景、左…増殖委員による清掃作業

【飼育区分】左側…サケ（10月～ 3月）、アユの中間育成（4月～ 7月）

　　　　　　右側…加茂川漁協から取り寄せたヤマメを飼育／成魚放流する。

　

阿
賀
漁
連
（
四
単
協
）
と
の
増

殖
施
設
利
用
料
の
協
議
不
調
に
よ

り
、
組
合
単
独
で
増
殖
事
業
に
取

り
組
む
。
初
年
度
の
た
め
、
飼
育

生
産
目
標
種
苗
を
三
十
万
尾
と
し
、

新
津
鮭
増
殖
組
合
か
ら
受
精
卵
を

受
け
入
れ
、
飼
育
を
行
い
約

二
十
八
万
尾
放
流
。

　

計
画
尾
数
の
不
足
分
は
、
他
の

二
漁
協
か
ら
五
十
万
尾
の
稚
魚
を

購
入
し
放
流
。

※
岩
谷
ふ
化
場
（
阿
賀
町
）
は
、

自
然
湧
水
を
利
用
し
て
い
る
の

で
、
経
費
面
で
メ
リ
ッ
ト
が
あ

る
。



主
な
質
疑
か
ら

平成28年度収支予算総額 （前年度対比　650千円増）

Ｑ
漁
業
補
償
金
地
区
返
金
の
内
容
は
。

Ａ　

河
川
工
事
、
砂
利
採
取
に
伴
う
補
償
金
で

組
合
事
業
運
営
に
六
十
％
、
地
先
に
四
十
％

配
分
し
て
い
ま
す
。
橋
等
の
大
き
な
工
事
の

補
償
金
で
あ
れ
ば
全
体
に
配
分
し
て
い
ま
す

が
、
小
さ
な
工
事
に
つ
い
て
は
、
地
先
毎
に

配
分
し
て
い
ま
す
。

Ｑ

舟
下
り(

白
崎
地
区
か
ら
石
間
地
区)

の

関
係
で
二
十
七
年
、
二
十
八
年
と
河
道
掘
削

を
し
て
い
る
が
、
川
が
傷
ん
で
漁
場
が
無
く

な
っ
て
き
て
い
る
。
現
状
を
知
っ
て
い
る
の

か
。

Ａ　

舟
道
の
整
備
と
し
て
一
年
お
き
に
行
っ
て

い
ま
す
。
地
区
か
ら
の
苦
情
も
貰
っ
て
い
る

の
で
、
状
況
は
見
て
い
ま
す
。
危
険
な
箇
所

も
あ
り
ま
す
。
今
後
は
、
工
事
の
中
間
と
完

了
時
に
査
察
を
行
う
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

Ｑ
上
流
部
（
揚
川
ダ
ム
上
流
）
で
サ
ケ
・
サ

ク
ラ
マ
ス
の
許
可
は
取
れ
な
い
の
か
。

Ａ　

昭
和
三
十
八
年
当
時
ダ
ム
の
補
償
金
を

貰
っ
た
か
ら
捕
れ
な
い
も
の
と
勘
違
い
し
て

い
ま
す
。
県
へ
の
許
可
申
請
は
可
能
で
あ
る

が
、
さ
け
ま
す
増
殖
協
議
会
の
関
係
か
ら
、

五
単
協
（
松
浜
漁
協
、
濁
川
漁
協
、
大
形
漁
協
、

東
蒲
漁
協
、
阿
賀
漁
協
）
で
協
議
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

Ｑ
組
合
員
が
千
名
を
切
っ
て
い
る
。
早
め
に
、

組
合
員
を
増
や
す
方
法
を
考
え
る
べ
き
で
は

な
い
か
。
ま
た
、
地
先
に
入
れ
な
い
実
情
が

あ
る
の
で
、
手
立
て
は
な
い
の
か
。

Ａ　

県
内
の
各
漁
協
も
組
合
員
が
減
少
し
て
い

る
。
そ
の
中
で
、
準
組
合
員
制
度
を
と
っ
て

い
る
組
合
も

あ
る
。
何
人

か
か
ら
組
合

員
に
な
り
た

い
と
の
話
を

聞
い
て
い
る

が
、
定
款
で

区
域
を
限
定

し
て
い
る
た

め
、
区
域
外

の
方
は
組
合

員
に
は
な
れ

な
い
。
何
ら

か
の
手
立
て

を

考

え

た

い
。

《組合への加入》
　定款に定められた地
域内に住所を有してい

る人ならばどなたでも入れますが、何処かの地区へ所属することが
義務付けられています。地区の推薦、承諾を戴き本組合の資格審査
を受けて組合員となります。（一部加入エリア規制があります）
《付記》
※組合の安定的運営を可能にするため、準組合員制度の導入を検討

しています。
※詳細は、0254-99-1031までお願いします。（※随時情報公開して参ります）

鱗　　　　　　河 （2）第１０号

平成28年６月26日（日） 五泉市福祉会館
　

通
常
総
代
会
は
、
総
代
総
数
九
十
八
名
の
内
、
出
席
総

代
数
八
十
八
名
（
本
人
出
席
六
十
九
名
、
委
任
状
十
八
名

（
内
代
理
三
名
）、
書
面
議
決
一
名
）
で
、
十
三
の
議
案
を

審
議
し
、
全
て
承
認
を
い
た
だ
き
ま
し
た

平成27年度 決算概要
収　　　入 支　　　出

科　　目 金　　額 備　　考 科　　目 金　　額 備　　考

賦 課 金 6,510,000 組合員930人×7,000円
繁殖保護費 5,851,000 

稚魚代金、あゆ・さけ・さくらます飼
育経費、さけ・さくらます供卵代等特別賦課金 3,761,000 さけ、さくらます特別賦課金

受入行使料 120,000 やな、釣堀、小阿賀野川増殖負担金 人 件 費　 6,257,000 役員報酬、職員・臨時職員給料等

受入手数料　 189,000 申請手数料等 旅費交通費 1,088,000 旅費交通費

受入入漁料　 300,000 遊漁証分配金 事 務 費　 1,017,000 消耗品費、通信費、リース料等

受入補助金 991,000 県内水面漁連、阿賀町 業 務 費 992,000 会議費、連絡員手当等

指導事業雑収益 9,000,000 漁業補償金 諸税負担金 9,000 収入印紙、河川占用料等

教育情報事業資金 45,000 教育情報資金 支払賦課金 491,000 県内水面漁連賦課金

さけ稚魚代 350,000 新潟県買上分 増 殖 経 費 420,000 さけ稚魚購入代

あゆ稚魚代 450,000 　県内水面漁連買上分 施 設 費　 588,000 光熱費、施設管理費等

その他 307,000 　預金利子、雑収入 減価償却費　 243,000 事務所、ウライ施設、岩谷ふ化場

事業外費用 3,650,000 補償金地区返還金等

　 　 　 法 人 税 等 300,000 法人税等

　 　 　 そ の 他　 591,000 ﾌｧｯｸｽ手数料、岩谷ふ化場資材代等

　 　 　 予 備 費 526,000 予備費

合　　計 22,023,000 　 合　　計 22,023,000 

（単位：円）

説明を聞く総代の皆さん

帆かけ船 大揚川舟

資料／東蒲原郡史「阿賀の里」

第57回通常総代会開催される第57回通常総代会開催される

《組合員募集組合員募集

◆収入総額 
22,270,000円

◆支出総額
21,400,000円

◆当期純利益 
870,000円

※収入では、遊漁券の売上50万円
減、種苗生産事業18万円増、指
導事業雑収益（漁業補償金）
176万円増、雑収益54万減、全
体では89万円の増でした。

※支出では、旅費交通費26万円増、
増殖経費105万円減、施設費6
万円減、雑費37万円増、繁殖保
護費3万円減、事業外費用70万
円増、全体では2万円の増でし
た。

　

平
成
十
九
年
度
よ
り
、
当
組
合
員
数
は
凡
そ
二
百
五
十
人

減
少
し
た
。
こ
れ
に
よ
る
減
収
は
年
額
二
百
万
円
弱
で
あ
る
。

　

現
在
の
組
合
員
数
は
、
九
百
三
十
名
程
度
で
、
年
、
二
十

人
程
度
の
減
少
が
続
い
て
い
る
。

　

平
成
二
十
七
年
度
決
算
で
の
一
人
当
た
り
の
割
値
は
、
凡

そ
二
万
四
千
円
と
な
る
。

　

組
合
費
は
、「
一
人
七
千
円
」
こ
れ
に
、
鮭
、
鱒

の
捕
獲
特
別
賦
課
金
を
加
え
て
も
、一
人
「
一
万
一
千

円
」
の
入
り
で
、
主
財
源
と
し
て
一
万
三
千
円
不
足

す
る
。
こ
れ
を
、
補
償
金
、
助
成
金
、
他
で
賄
っ
て

い
る
が
、
組
合
員
が
八
百
人
を
割
る
と
赤
字
転
落
は

免
れ
な
い
。

　

新
た
な
財
源
の
確
保
に
、
新
規
事
業
の
立
ち
上
げ

が
急
が
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

代
表
監
事
／
星
義
孝

　

江
戸
時
代
の
輸
送
の
中
心
は
舟
運
で
し
た
。
速
度
に
お
い

て
も
、
輸
送
量
に
お
い
て
も
舟
運
が
陸
運
を
凌
い
で
い
た
か

ら
で
す
。
外
港
の
あ
る
新
潟
港
と
会
津
を
結
ぶ
舟
運
は
、
貞

享
三
年
（
１
６
８
６
）
に
塩
川
村
の
「
栗
村
権
七
郎
」
が
会

津
藩
か
ら
事
業
資
金
を
借
り
て
、
船
二
十
隻
を
造
っ
て
塩
川

か
ら
下
っ
た
の
が
、
本
格
的
な
舟
運
の
始
ま
り
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。

　

輸
送
に
使
わ
れ
て
い
た
船
は
前
期
の
「
弁
才
船
」
か
ら
後

期
は
「
ひ
ら
た
船
」
や
「
さ
ん
ぱ
船
」
な
ど
様
々
な
型
の
船

が
使
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

大
型
船
は
、
塩
が
二
百
五
十
俵
も
積
め
ま
し
た
。「
さ
ん
ぱ

船
」
は
長
良
川
の
鵜
飼
船
を
改
良
し
た
も
の
で
、「
津
川
船
」

や
「
阿
賀
川
船
」
と
も
呼
ば
れ
た
そ
う
で
す
。
当
時
の
運
賃

や
荷
造
り
手
数
料
は
、
明
和
二
年
の
、
津
川
湊
～
新
潟
湊
間

の
塩
百
表
の
運
賃
は
二
両
一
分
で
し
た
。

　

「
津
川
船
道
」
の
名
が
あ
る
こ
と
で
分
か
る
よ
う
に
、
津
川

は
阿
賀
野
川
船
運
の
中
継
点
と
し
て
賑
わ
っ
た
町
で
す
。

　

江
戸
時
代
の
船
着
場
は
大
船
戸
と
呼
ば
れ
、
百
五
十
隻
の

船
が
出
入
り
し
、
百
人
の
「
丁
持
衆
」
で
賑
わ
い
、
近
く
に

は
船
番
所
、
蔵
や
物
産
問
屋
が
軒
を
並
べ
て
い
た
そ
う
で
す
。　

　

あ
の
十
返
舎
一
九
も
「
津
川
湊
と
い
う
処
大
い
に
賑
う　

と
こ
ろ
」
と
訪
れ
た
際
に
記
し
て
い
ま
す
。

　

時
代
の
変
遷
は
、
水
運
か
ら
鉄
路
、
そ
し
て
高
速
交
通
と

そ
の
様
を
変
え
た
。

財政を読むき
ら
り　

阿
賀
野
川

阿
賀
活
性
に
力
を
！！

水
運
華
や
か　

輝
い
た
川
面
！

（
資
料
抜
粋
／
国
土
交
通
省

 
 
 
 
 
 
 
 

北
陸
地
方
整
備
局
）

組
合
員
の
減
少　

新
た
な
取
り
組
み



　ふ化事業単独化に伴い、「さくらマス」の増殖は次

のように行います。

・採卵受精数　⇒　１２万尾　
・生産歩留　　⇒　１０万尾
・放流数　　　⇒　　９万尾

　鮭の生産時期と一部重複するため、他組合への生産

委託が可能であれば、親魚（雌）を提供し一部を生産

委託する予定です。

鱗　　　　　　河 第１０号（3）

　

平
成
十
八
年
か
ら
、
二
十
八
年
ま
で
、

役
員
改
選
が
行
わ
れ
て
い
な
い
。
阿
賀
野

川
水
系
さ
け
ま
す
増
殖
協
議
会
事
務
局

に
、
再
三
に
亘
り
役
員
改
選
を
す

る
よ
う
申
し
入
れ
て
い
る
が
、
実

行
さ
れ
て
お
ら
ず
十
年
も
役
員
不

在
と
言
う
異
常
事
態
だ
。

　

こ
の
主
た
る
原
因
は
、
四
単
協

連
合
会
が
改
選
を
拒
み
、
任
期
の

切
れ
た
会
長
を
、
会
長
と
し
て
い

る
こ
と
に
あ
る
。
改
善
を
望
み
た

い
。

　

（
さ
け
ま
す
増
殖
協
議
会
委
員
）

　

阿
賀
漁
協
で
初
め
て
行
う
鮭
の
増
殖
事
業
を
平
成
二
十
七
年
十
一
月
十
四
日
か
ら
始
め
た
。

　

日
本
海
区
水
産
研
究
所
さ
け
ま
す
調
査
普
及
ク
ル
ー
プ
の
羽
賀
氏
を
迎
え
、
組
合
か
ら
村
山
組
合
長
、
権

瓶
増
殖
委
員
長
、
事
務
局
の
出
席
と
私
た
ち
八
人
が
、
羽
賀
氏
よ
り
採
卵
、
受
精
卵
の
安
定
ま
で
と
、
移
送

方
法
の
指
導
を
受
け
ま
し
た
。
又
、
道
具
の
使
用
方
法
な
ど
の
説
明
も
受
け
ま
し
た
。

　

採
卵
は
、
腹
部
の
水
気
を
取
り
除
い
て
か
ら
、
腹
を
開
い
て
卵
を
出
す
。
大
形
の
オ
ス
を
用
意
し
、
オ
ス

か
ら
も
水
気
を
取
り
除
き
精
子
を
か
け
る
。
受
精
卵
を
安
定
さ
せ
る
に
は
、
卵
に
注
水
さ
せ
、
卵

が
弾
力
を
持
つ
ま
で
約
一
時
間
程
度
待
っ
て
移
送
用
の
箱
に

入
れ
ま
す
。

　

弾
力
を
持
っ
た
卵
は
、
移
送
に
耐
え
る
卵
と
な
る
。
私
た

ち
の
作
業
は
こ
こ
ま
で
で
、
後
は
、
漁
協
に
移
送
し
ふ
化
槽

に
納
め
て
、
後
の
成
育
を
お
願
い
し
て
終
了
で
す
。

　

関
係
者
の
ご
指
導
の
成
果
が
良
好
で
、
放
流
時
に
は
大
き

く
育
っ
た
稚
魚
を
川
に
戻
す
こ
と
が
出
来
て
、
本
当
に
喜
ん

で
い
ま
す
。

　

平
成
二
十
八
年
の
課
題
と
し
て
は
採
卵
、
受
精
の
向
上
を

目
指
し
努
力
す
る
。
更
に
、
地
区
と
し
て
試
験
的
に
室
を
作

り
生
育
場
所
を
確
保
し
放
流
ま
で
進
め
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

新
津
鮭
増
殖
組
合
長
／
杵
鞭
秀
雄

　

長
い
人
生
の
中
で
こ
れ
程
の
安
堵
感
、
開
放
感
、
達
成
感
を
感
じ
た
事
を
、
何
と
表
現
し
た
ら
い
い
の
か
言
葉
が
見
つ
か
ら
な
い
。

　

平
成
二
十
七
年
十
月
八
日
付
け
の
阿
賀
野
川
漁
業
協
同
組
合
連
合
会
か
ら
孵
化
場
施
設
利
用
に
関
す
る
返
答
を
戴
い
た
が
、
予
想

し
て
い
た
と
は
言
え
唐
突
で
あ
っ
た
。
組
合
長
か
ら
岩
谷
地
区
に
あ
る
池
を
使
用
し
て
増
殖
事
業
を
実
施
す
る
と
の
Ｇ
Ｏ
サ
イ
ン
が

出
た
の
で
、
水
質
検
査
等
の
調
査
を
行
っ
た
。
ま
た
、
荒
川
漁
協
か
ら
の
ご
配
慮
で
発
眼
、
孵
化
設
備
一
式
を
お
借
り
す
る
こ
と
が

出
来
た
。

　

池
の
清
掃
消
毒
、
孵
化
槽
室
等
の
整
備
と
、
正
に
突
貫
作
業
で
、
全
役
員
総
出
で
連

日
の
作
業
で
あ
っ
た
。
組
合
の
危
機
を
バ
ネ
に
大
同
団
結
が
出
来
た
瞬
間
で
も
あ
る
。

　

新
津
鮭
増
殖
組
合
か
ら
の
協
力
で
受
精
卵
の
受
け
入
れ
を
開
始
、
発
眼
迄
約
一
ヶ
月

が
勝
負
で
あ
っ
た
。
水
カ
ビ
に
悩
ま
さ
れ
た
、
カ
ビ
の
消
毒
、
検
卵
の
や
り
方
、
初
め

て
耳
に
、
目
に
す
る
事
が
多
か
っ
た
が
、
何
と
か
放
流
ま
で
に
た
ど
り
つ
い
た
。

　

孵
化
率
八
十
パ
ー
セ
ン
ト
は
、
決
し
て
高
く
な
い
。
課
題
も
多
い
が
解
決

出
来
る
も
の
ば
か
り
で
あ
り
、
二
年
目
は
六
十
万
尾
の
放
流
を
目
指
し
て
い

る
。

　

他
に
、
ア
ユ
の
中
間
飼
育
、
ヤ
マ
メ
の
飼
育
、
電
気
代
の
掛
か
ら
な
い
自

然
湧
水
の
強
み
を
活
か
し
た
養
殖
池
の
効
率
的
利
用
を
図
り
な
が
ら
、
組
合

運
営
に
貢
献
し
た
い
と
思
う
。

　

最
後
に
岩
谷
農
産
物
加
工
生
産
組
合
の
皆
さ
ん
、
水
産
研
究
所
の
羽
賀
、

水
沢
両
氏
、
増
殖
委
員
の
諸
氏
の
献
身
的
な
協
力
が
あ
っ
た
こ
と
を
忘
れ
て

な
ら
な
い
。

増
殖
委
員
長
／
権
瓶
文
吉

　

委
員
会
の
主
な
所
管
は
、
河
川
に
係
わ
る
工
事
関
係
の
協
議
で
あ
る
。
発
注
者
及
び

請
負
業
者
か
ら
工
事
内
容
の
説
明
を
受
け
て
い
る
。
河
川
環
境
は
、
小
河
川
ほ
ど
被
害

が
大
き
い
の
で
、
河
川
の
大
小
に
係
わ
ら
ず
漁
協
の
立
場
か
ら
河
川
環
境
対
策
（
濁
水

処
理
等
）
に
つ
い
て
の
意
見
や
要
望
を
お
願
い
し
て
い
る
。

　

特
に
、
工
事
中
は
、
水
面
上
の
濁
り
等
が
注
目
さ
れ
が
ち
だ
が
、
川
底
（
産
卵
の
時
期
、

卵
に
泥
が
か
か
れ
ば
全
滅
す
る
）
は
魚
類
が
生
息
す
る
の
に
最
も
重
要
な
こ
と
が
理
解

さ
れ
て
い
な
い
よ
う
な
の
で
、
理
解
を
求
め
て
い
る
。

　

ま
た
、
工
事
現
場
等
の
巡
視
だ
が
、
既
に
理
事
会
で
決
定
し
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、

五
月
二
十
八
日
、
磐
越
自
動
車
道
吉
津
ト
ン
ネ
ル
工
事
現
場
を
役
員
八
名
で
、
ネ
ク
ス

コ
東
日
本
新
潟
管
理
事
務
所
と
請
負
業
者
の
清
水
建
設
㈱
、
オ
リ
エ
ン
タ
ル
白
石
㈱
の

ご
協
力
に
よ
り
、
吉
津
ト
ン
ネ
ル
終
点
付
近
の
坑
内
と
五
十
母
川
桟
橋
の
見
学
を
行
っ

た
。
特
に
関
心
の
あ
っ
た
、
坑
内
と
河
川
内
に
お
け
る
濁
水
処
理
方
法
に
つ
い
て
、
各

現
場
で
工
事
担
当
者
か
ら
説
明
を
受
け
た
。
滅
多
に
な
い
機
会
だ
っ
た
の
で
、
有
意
義

な
一
日
と
な
っ
た
。

　

今
後
は
、
食
品
関
係
と
牧
場
の
排
水
処
理
に
つ
い
て
、
現
場
を
巡
視
す
る
予
定
で
あ
る
。

管
理
委
員
長
／
渡
辺
政
廣

ここが知りたい

28年度さくらマス増殖計画

サ
ケ
採
卵
事
業
に
全
力
！！

　

サ

ケ

の

放

流

を

終

え

て

サ

ケ

の

放

流

を

終

え

て

　　

委
員
会
活
動
か
ら

委
員
会
活
動
か
ら    

工
事
現
場
を
巡
視

工
事
現
場
を
巡
視

新津地区の取組

新 規 事 業

《
ど
う
す
る
阿
賀
野
川
水
系

《
ど
う
す
る
阿
賀
野
川
水
系

　

さ
け
ま
す
増
殖
協
議
会
》

　

さ
け
ま
す
増
殖
協
議
会
》

採卵作業

放流準備作業五十母川桟橋で説明を聞く役員
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編集後記

お と り 店
販　売　店 住　所 電話番号

長 谷 川 お と り 阿賀町広谷甲 0254-95-2819

阿 部 お と り 阿賀町五十沢 0254-99-3866

鶴 巻 お と り 阿賀野市小松 090-8683-6584

広 告 あ り が と う ご ざ い ま し た

安心を包み　生活を彩る

阿 賀 野 市 小 松 576
TEL 0250-68-4535

安田建設株式会社
安田クレーン有限会社
安田建設株式会社 一級建築士事務所

YASUDA

どんな事でもおまかせ下さい　真心でお答えします

本　社
〒959-2221 新潟県阿賀野市保田4225
TEL 0250(68)3388 TEL 0250(68)3832
新潟営業所
〒950-1112 新潟県新潟市西区金巻45-17
TEL 025(377)4311 TEL 025(377)4310
東蒲営業所
〒959-4302 新潟県東蒲原郡阿賀町鹿瀬5840
TEL 0254(92)2161 TEL 0254(92)5282

E-mail/info@yasuda-k.com  URL/http://yasuda-k.com/

㈱ 三 川 土 建小 野 里 建 築 ㈲ＭＭ製作所
土木工事のことならお任せ

小野里　勝　敏
自動車内外装用品製造

住所／阿賀町細越236番地
TEL0254(99)2841 FAX(99)2862

阿賀町五十沢1302番地
☎0254-99-3584  FAX3822

阿賀町六野瀬13 3 1
TEL 0250-68-4699

新築・増改築等のご相談承ります。
お気軽にお申し付け下さい。

セーブオン安田小松店
国道49号線／24時間営業
阿賀野市小松 ☎ 0250-68-3366
※遊漁証販売しております。

FUJITA・YOKOGOSHI

〠950-0208 新潟市江南区横越中央2-10-8
TEL 025-385-1177

代表　藤田　正明渡 辺 建 設
〒959-2217 新潟県阿賀野市新保201番地
TEL(0250)68-1050　FAX(0250)68-5366

阿賀グリーン
〒959-4605 阿賀町細越665－1
　　　　　TEL(0254)99-2725
　　　　　FAX(0254)99-3557

製造・販売元 HOKUETSU
北越産業株式会社
〒959-2221 新潟県阿賀野市保田4612-1　TEL0250-68-2423/FAX0250-68-2512
ホームページ公開中 ▶▶  http://www.hokuetsu-metal.com/

製造 販売売元 HOKU売 UETSUU

新築・リフォーム
土木工事・外構工事・解体工事等

ご相談承ります。お気軽にお申し付け下さい。

株式会社 新栄建設
阿賀町谷沢1040番地　TEL0254-99-2618

平成28年度第五種放流計画及び実績

さけ・さくらます放流状況

【アユ】

河川名 放流量 放流場所 放流月日
新 谷 川 460 ㎏ 阿賀町新谷、細越、五十沢等 28.5.24、6.2、6.16
綱 木 川 30 ㎏ 阿賀町下綱木他 28.6.16
中ノ沢川 20 ㎏ 阿賀町中ノ沢 28.5.24
谷 沢 川 60 ㎏ 阿賀町谷沢 28.6.16
阿賀野川 360 ㎏ 阿賀町、五泉市の各地先 28.6.2、6.16
早 出 川 165 ㎏ 五泉市小面谷、松野、赤海 28.5.25、6.2
杉 川 40 ㎏ 五泉市下杉川 28.6.2
仙 見 川 50 ㎏ 五泉市夏針 28.5.25
高 石 川 25 ㎏ 五泉市高石 28.5.25
合　計 1,210 ㎏

【内訳】義務放流140㎏、組合自主放流580㎏、川内地区自主放流40㎏、
　　　 三川地区自主放流70㎏、委託放流300㎏、阿賀町80㎏

魚  種 義務放流量 委託放流量 備　　　考
こ い 0 ㎏ 0 ㎏ ※コイヘルプスのため中止
ふ な 115 ㎏ 40 ㎏ 11月頃
にじます 95 ㎏ 30 ㎏ 8月頃
い わ な 6,650 尾 3,000 尾 28.6.30、7.5
や ま め 7,650 尾 3,000 尾 28.4.18、6.30
か じ か 1,700 尾 300 尾 28.7.19
もくずがに 23 ㎏ 15 ㎏ 10月頃
※阿賀漁協分のみです。

【さけ】

河川名 放流尾数 放流場所 放流月日

阿賀野川
200,000 尾

阿賀野市新保（渡場床固め下流）
28.3. 9

50,000 尾 28.3.15
40,126 尾 阿賀野市小松（馬下橋下流） 28.3.16

安 野 川 50,825 尾 阿賀野市百津（第19号橋） 28.3.27
都辺田川 5,075 尾 阿賀野市沢田（南耕大橋上流） 28.3.18
新 谷 川 30,173 尾 阿賀町五十沢 (名知阿美橋） 28.3.18
五 十 母 川 5,075 尾 阿賀町五十島地内 28.3.18
仙 見 川 150,000 尾 五泉市川内（頭首工下） 28.3.15

小阿賀野川
100,000 尾

新潟市秋葉区七日町
28.3. 9

150,157 尾 28.3.18
合　計 781,431 尾

【さくらます】水産振興基金放流分

河川名 放流尾数 放流場所 放流月日

新 谷 川 11,233 尾 阿賀町古舘 (古舘橋）
28.6.16

早 出 川 11,233 尾 五泉市水戸野（水戸野頭首工）

合　計 22,466 尾

株式会社

有限会社

総合造園・緑化工事・施行

一般土木・芝維持管理

ひとと人をつなぐ総合建設業

　

鱗
河
を
発
行
の
編
集
委
員
長
を
任
さ
れ
、
責

任
の
重
さ
を
痛
感
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
文
書
作
成
の
難
し
さ
、
如
何
に
し
た

ら
組
合
員
の
皆
様
に
解
り
易
く
伝
え
る

こ
と
が
で
き
る
の
か
等
考
え
な
が
ら
編

集
い
た
し
ま
し
た
。

　

今
任
期
中
務
め
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

（
担
当
／
佐
久
間
）

遊漁証販売はこちらで
販　売　店 住　所 電話番号

本 間 釣 具 店 新潟市西区山田 025-377-1008

上 州 屋 新 潟 店 新潟市中央区 025-241-5765

風 間 釣 具 店 新潟市中央区 025-243-0232

高 橋 釣 具 店 新潟市秋葉区 0250-22-0960

ト ビ ヌ ケ 新 潟 店 新 潟 市 東 区 025-271-6776

藤 井 釣 具 店 五 泉 市 村 松 0250-58-6815

せ い の 屋 五 泉 市 論 瀬 0250-42-5471

関 口 釣 具 店 阿賀野市北本町 0250-62-2717

鈴 木 釣 具 店 聖 籠 町 蓮 野 0254-27-2639

セブンイレブン五泉論瀬店 五 泉 市 論 瀬 0250-43-6718

セブンイレブン五泉船越店 五 泉 市 船 越 0250-43-1530

セブンイレブン阿賀野保田店 阿賀野市保田 0250-68-5588

セーブオン安田小松店 阿賀野市小松 0250-68-3366

セブンイレブン下越三川店 阿 賀 町 石 間 0254-99-3234

ヤマザキショップみかわ中嶋店 阿 賀 町 白 崎 0254-99-2620

セブンイレブン下越津川店 阿 賀 町 津 川 0254-94-1177

ファミリーマート津川平堀店 阿 賀 町 平 堀 0254-94-5955

山 内 釣 具 店 福島県河沼郡会津坂下町 0242-83-2713

物 井 釣 具 店 福島県会津若松市中央 0242-22-0028

上州屋キャンベル会津若松店 福島県会津若松市北青木 0242-29-2153

サケ稚魚の放流（安野川）サケ稚魚の放流（安野川）

国
土
交
通
省

◆
早
出
川
と
阿
賀
野
川
と
の
出
合
地
点
の
堆
積
土
砂

の
撤
去
を
。

◆
小
阿
賀
野
川
の
樋
門
、
閘
門
に
資
源
保
護
の
観
点

か
ら
魚
道
の
設
置
を
。

◆
安
田
橋
上
流
の
「
渡
場
床
固
め
」
に
設
置
し
て
あ

る
右
岸
魚
道
は
、
機
能
を
果
た
し
て
い
な
い
の
で
、

遡
上
が
容
易
に
な
る
よ
う
近
代
的
な
魚
道
設
置
を
。

◆
阿
賀
野
川
の
中
州
の
樹
木
が
カ
ワ
ウ
の
棲
み
か
に

な
っ
て
い
る
の
で
伐
採
等
の
整
備
を
。
な
ど
を
要

望
す
る
。

新
潟
県

◆
河
川
工
事
の
際
は
、
自
然
回
復
や
魚
族
保
護
の
た

め
大
石
を
残
す
な
ど
の
措
置
を
。

◆
早
出
川
ダ
ム
の
放
水
（
生
態
系
が
保
持
で
き
る
流

量
の
確
保
）

◆
農
業
用
頭
首
工
に
魚
道
の
整
備
改
善
。
な
ど
を
要

望
す
る
。 河

川
懇
談
会
へ
の
要
望


